
札幌市市民まちづくり活動促進基本計画の見直しに係るワークショップ 

実施報告書 

 

 

 

1 開催目的 

「札幌市市民まちづくり活動促進基本計画」の重点分野の見直しに向け、市民からまち

づくりに対するイメージや実際の参加状況、今後の参加意向などについての意見を頂くこ

とを目的としワークショップを開催した。 

 

 

2 開催日時 

平成 25 年８月９日（金）   ①13：30～15：00 

               ②18：00～19：30 

                   

3 開催場所  

市民活動サポートセンター２階 第１・第２会議室 

（札幌市北区北８条西３丁目札幌エルプラザ２階） 

 

4 参加者数 

①13：30～15：00   20 名 

②18：00～19：30   10 名 

 

5 プログラム 

 ①開会挨拶 

 ②プロローグ 

      ワークショップの目的、資料・テーマの説明 

 テーマ 現在参加しているまちづくり活動、参加したきっかけ、参加してい

ない理由、参加したい活動、参加の際のハードルや必要なきっかけ 

 ③ワークショップ 

グループごとに自己紹介、各テーマについて話し合い  

 ④グループごとに発表 

 ⑤まとめ 

  

 なお、ワークショップは①13：30～15：00 の部は 3グループ、②18：00～19：30 の部は

2グループで行った。 

 

  



6 主な結果 

 

■参加している活動 

PTA や町内会における活動、マンションでの祭り、市民活動団体における活動など団体

で取り組む活動、日ごろの挨拶、ごみの分別、公共マナーを守るなど個人的に取り組

めることなどが挙げられた。 

 

■参加したきっかけ 

子どもが参加する活動に一緒に参加した、子どものＰＴＡ、町内会・マンションでの

活動など必然的なきっかけ（順番が回ってきたなど）、近所づきあいの延長、親の影響、

あたりまえの活動、社会とのつながりが欲しかった、広報・新聞・ラジオ・テレビな

どからの情報などが挙げられた。 

 

■参加していない理由 

仕事をしていて時間的な制約がある、子どもが小さいと難しい（公共のマナー、周り

の目）あるいは子どもが成長してしまい一緒に参加することがなくなった、参加窓口

が分からない、コミュニケーション不足、地域にない、情報がないなどが挙げられた。 

 

■参加したい活動 

子どもと一緒に参加できる、子育て・食育・託児ボランティアなど子どもに関わる活

動、ＰＴＡや学校での活動、地域の美化活動、一人でも参加しやすい場への参加、人

とのつながりを大切にしたコミュニティへの参加などが挙げられた。 

 

■参加のハードル 

周りの視線、人との交流が少ない、コミュニケーションが取れない、情報が掲載され

ている広報を見ない、情報が入ってこない、テーマが大きい、何ができるのかわから

ない、町内会・商店街がコアメンバーばかり・団体に集まっている人が分からない、

高齢者が多い、年齢的に話が合わない・ギャップがある、仕事の関係上、時間・日に

ちを合わせられない、若い人が来づらい、1人で参加しづらい、個人主義などが挙げら

れた。 

 

■参加のきっかけになること 

まちづくりに関する窓口をはっきりさせる、情報の発信方法を広報、インターネット、

スーパーなど地域によって変える必要がある、活動の透明性、アプローチする人やフ

ァシリテーターの存在、知り合いからの口コミ、個人的に好きな時間・場所で自由に

できる、部分的な参加、小さな活動・企画を頻繁に行う、年配と若い人あるいは外と

の懸け橋、市が認めるような制度があれば安心できるなどが挙げられた。 

 

  



【①13：30～15：00 の部】具体的な意見  

グループＡ 

 

 

  

・PTA
・町内会
・絵本の読み聞かせ
・ネイチャーガイド
・町内会の大掃除

・異業種交流
・引っ越し
・社会とのつながりを求めて
・メディア（どさんこワイド）
・子ども

・体を動かす活動
・事務的な作業（書類・データ整理など）
・町内会の子どもが参加するイベント

【ハードル】
・商店街や町内会のコアメンバー
・団体に集まっている人が分からないこと

【必要なこと】
・活動の透明性
・アプローチする人
・ファシリテーター
・駅などに情報集約する
・知り合いからの口コミ

・子どもが成長してしまった
・地域にない
・情報がない

参加している活動 参加していない理由

参加したきっかけ 参加したい活動

ハードルや必要なきっかけ



グループＢ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大通公園の花植え
・町内のスキークラブ
・自治会の役員

・恩返し
・思いやり
・あたりまえの活動
・順番
・親の影響
・依頼（子どものPTA）
・近所づきあいの延長
・組織の仕組み

・いじめ110番
・12月から民生委員
・防災訓練
・町内のお年寄りの除雪
・PTA
・学校の花壇の草取り

・窓口をはっきりさせる

・情報について、広報、インターネット、
スーパーなど地域によって変える必
要がある 【ハードル】

・まちづくり総合窓口が欲しい
・なにができるのかわからない
・広報を見て、外で活動したい
・民生委員等のボランティア募集の
受け皿を広く

・市民活動の認識があまりわからない
・高齢
・自由な時間を持ちたい
・面倒
・参加の窓口がわかりづらい
・リスクがある
・資格がなく、参加できないものもある
・家庭の事情
・時間がない

参加している活動 参加していない理由

参加したきっかけ 参加したい活動

ハードルや必要なきっかけ

ハードルを乗り越え、
参加のきっかけになる
ようにするためには…



グループＣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・町内会の美化
・子どもの活動（土曜日）
・町内会
（順番でたまたま参加、自分の意志
よりやるしかない）

・食生活改善協議会（任意）
（講習18時間、調理実習、親子調理
クッキング）

・市の各区の広報
・大学の講座
・市民団体
・マンションの中の運営に参加
（まちづくりの参加とは言えない）
（必然的か、積極的かがポイント）
・町内会は必ず入るものではない
・賃貸アパートなどは情報がない
・情報がないので何もわからない、閉鎖的

・子どもと一緒に参加できる
（そのためには託児が必要）
・子育ての仕方
・食育
・託児ボランティア

・地域の苦情
・周りの視線
・人との交流が少ない
・個人レベルで動けるのは中学生まで。
・学校の協力がないと難しい

・広報には興味がない
（見る・見ないが二分化）
・まちづくりというときっかけがない
・興味の持てるものに参加する
・テーマが大きいので小さいところから
・コミュニケーションがとれない
・個人か公的なものか
・企業と町のコミュニケーション
・情報が入ってこない

・仕事をしていると難しい
・時間的な制約があると参加は難しい
・子どもが小さいと難しい、一緒に参加し
づらい
・公共の場だとマナーなど周りを気にして
参加しづらい
・町内に企業があれば違うと思う
・生活のレベルからまちづくり活動や団体
のレベルに行くには、長年のまんねり、
自発的には難しい
・コミュニケーション不足
・テーマが大きくて参加しづらい

参加している活動 参加していない理由

参加したきっかけ 参加したい活動

ハードルや必要なきっかけ



【②18：00～19：30 の部】具体的な意見  

グループＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・町内会
・老人会
・PTA
・子ども110番

・地域の新聞の情報
・一家で音楽好き
（ラジオで地元で頑張る方の音楽を聴
いて応援したいと思った）

・町内会（必然的に参加）
（声をかけられた時たまたま時間が
あった、自宅を訪問されて誘われた）

・自転車整理、まちをキレイにする
・美化活動
・環境保護NPOへの参加

・高齢者が多い
・年齢的に話が合わない
・ギャップがある
・日常的な活動がよくわからない
・活動場所に行けない

・仕事の関係上、時間・日にちを合わせら
れない
・ライフスタイルが違う

・自分の生活を守りながら活動に参加で
きるか不安
（スタッフとして参加するのは荷が重い）

参加している活動

参加したきっかけ

参加したい活動

参加のハードル

・スポーツ
・音楽系
・観光

・マンションのラジオ体操（自治体）
・マンションのお祭り

・地元の音楽を広げる活動
・子ども・家族と一緒に参加する活動
・子どもを犯罪から守る活動
・子どもの安全のための融雪

・個人的に活動できる
・好きな時間、好きな場所で活動できる
・自分がやりたいときに自由にできる
・部分的に手伝う
・団体の世代に活躍してもらう
（生き甲斐を持ってもらう）
・音楽系なら生の音楽を聞かせる
（体験させる）

参加のきっかけになること



グループＢ 

 

 

 

・ゴミ当番
・ゴミ分別

・動物園に行ける、仲間ができる
・子供の時からみんなで集まれること
（運動会など）

・市民委員会、環境づくりなど市民参加
がきっかけ
・HPで広報活動を行っていた
・市役所の提案

・1人でも参加しやすい場
（堅苦しくないお茶のみなど）
・人とのつながりを大切にしたｺﾐｭﾆﾃｨ
・広報活動
・レッスン

・ワークショップは楽しいが分かりやすいネー
ミングが必要
・若い人がきづらい
・1人で参加しづらい
・外での活動に対して不快感がある
・性別、世代間のコミュニケーション不足
・苦情で活動中止
・個人主義
・若い人がいない
（定年した人に町内会役員が回っている）
・年配と若い人との懸け橋が必要
・中高生の部活が忙しく地域活動に参加でき
ない
・時間に追われて活動に参加できない
・ルール作りをして開催

参加している活動

参加したきっかけ

参加したい活動

参加のハードル

・冬の雪かき

・町内会まつり
・動物園案内
・環境NPO
・ゴミ拾い
・理事

・中高生の参加
・スポーツや音楽
・小さく活動、小さな企画を頻繁に行う
・雑談できる場所があればよい
・外との橋渡しを市が担ってはどうか

・市が直接認めるような制度があれば
安心できる

参加のきっかけになること

・公共マナー
・マナー、挨拶
・挨拶、寄附活動

・NPO法人リバーネットから悪いイメージ
・NPO法人への理解・情報不足、社会への
説明・PR不足、内向きになる
・団体を作ると内向きになりがち、外にPRす
ることが必要
・NPO＝あやしい、NPOと聞くと引いてしまう
・寄附をつのるあやしい団体もあって全てが
あやしく見える
・NPOでやるなら町内会で活動する


